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「今日は楽しいな」  古市千紘ちゃん（柚須区）



　
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
７

日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
決
算
の
ほ
か
、

補
正
予
算
、
条
例
、
人
事
案
件
、

意
見
書
、
請
願
な
ど
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
歳
出
決
算
は
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
総
額

２
０
６
億
７
６
７
９
万
円
で
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
可
決

し
ま
し
た
。

８億円借りる 財
源
を
確
保
し
、収
納
率
を
高
め
よ

　

平
成
23
年
度
歳
出
決
算
は
、
一

般
会
計（
１
１
７
億
４
９
４
１
万
円
）

と
、
４
特
別
会
計（
57
億
３
８
８
１

万
円
）、
２
企
業
会
計（
31
億
８

８
５
７
万
円
）で
す
。

　

一
般
会
計
は
６
億
３
０
６
２
万

円
が
翌
年
度
の
繰
り
越
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

景
気
の
低
迷
に
よ
り
町
税
の
減

収
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度

の
額
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
収

納
率
の
伸
び
な
ど
が
黒
字
決
算
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
昨
年
同
様
実
質
公
債
費
比

率
が
18
、
８
％
と
、
黄
信
号
の
18
％

を
超
え
た
こ
と
で
、
地
方
債
の
発
行

に
県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

新
規
の
事
業
は
慎
重
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
順
調
に
借
金

の
返
済
は
進
ん
で
お
り
、
平
成
25
年

度
の
公
債
費
は
４
億
円
ほ
ど
減
る

と
い
う
明
る
い
見
通
し
で
す
。

◎一 般 会 計（単位：億円）

23年度 前年度比 内　　容

歳
入
１
２
３
億
円

町 税 58（億円） １（億円）増 町民税など町民が直接おさめるお金

地方交付税 14 同額 市町村の均等を図るための国の交付金

国･県支出金 22 １減 国・県が使用目的を特定して交付するお金

町 債   8 ２減 町が事業のために借り入れるお金

そ の 他 21 １減 使用料・繰入金・繰越金等

歳
出
１
１
７
億
円

人 件 費 16 １減 給料・報酬などに使うお金

扶 助 費 22 ３増 法令などに基づき給付されるお金や物品の経費

物 件 費 20 ２増 業務委託、備品・消耗品などに使うお金

建設事業費 10 ４減 道路などの建設に使うお金

公 債 費 16 同額 町の借金を返済したお金（元金・利息）

そ の 他 33 ２減 補助費・維持補修費・繰り出し金など

町債

※単位が億円なので費目の金額は概略の数字となっています。
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117億円

16億円返して
一
般
会
計

①
経
常
収
支
比
率
90
．
４
％

　
（
財
政
の
余
裕
度
を
示
す

数
字
）町
村
で
75
％
を
超
え

る
と
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

わ
れ
、
弾
力
性
は
か
な
り
硬

直
化
傾
向
に
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

②
財
政
力
指
数
０
．
81
％

　
（
町
の
財
政
的
自
立
度
を

示
す
数
字
。
１
に
近
い
ほ
ど

財
政
力
が
あ
る
）昨
年
度
よ

り
若
干（
０
．
０
０
９
ポ
イ

ン
ト
）下
が
り
ま
し
た
。
高

め
る
た
め
の
自
助
努
力
が
必

要
で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
18
．
８
％

　（
借
金
の
比
率
で
過
去

３
ヶ
年
の
平
均
指
数
）18
％

を
超
え
た
の
で
新
規
発
行
債

を
抑
え
、
繰
り
上
げ
償
還
を

進
め
る
な
ど
公
債
費
を
抑
制

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
町
債
残
高（
借
金
）

　

現
在
の
町
債
残
高
は
１
０

３
億
７
９
８
３
万
円
で
、
22

年
度
よ
り
６
億
４
７
３
８
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
見
通
し
と
し
て
は
25
年
度

の
公
債
費
は
、
24
年
度
よ
り

４
億
円
少
な
い
予
定
で
、
借

金
返
済
に
一
段
と
弾
み
が
つ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

更
な
る
健
全
化
を

国民健康保険

　赤字が増えています。失業などにより被保険者
数、国保加入世帯数の増加に伴い、診療件数や費
用額も増えていることが大きな要因です。現年度
収納率は前年度に比べ1.65ポイント上昇で評価
できますが、滞納繰越徴収分は昨年より減少。

後期高齢者医療保険

　普通徴収の収納率は現年度分・滞納分併せて
97.63％で未収分は昨年度よりも減少しています
が、今後も努力が必要です。

介 護 保 険

　昨年は第４期の最終年度で、５期の事業計画策
定の年。介護認定審査件数は１昨年より87件増
の1,324件でした。

住宅新築資金等貸付

　昨年度より収納率は0.1％と連続して向上して
いますが、未収率が7.8％なので一層の努力が必
要です。

上水道会計･下水道会計

　いずれも健全な運営がなされてますが、上水道
事業や道路改良事業などの連携を密にした効率的
な工事の推進を留意してほしい。

一般会
計

公債費

洒殿区内ボタ山付近
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学
校
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の「
問
題
行
動
」を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
、
相
談

体
制
の
整
備
と
学
校
・
家
庭
及
び
地
域
の
連
携
に
努
め
て

い
ま
す
。

23
年
度
は

①�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

巡
回
相
談
事
業
で

不
登
校
解
消
14
件

②�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
制
度（
県

派
遣
）の
活
用

③�

学
校
教
育
課
・
子

ど
も
未
来
課
・
教

育
相
談
室
及
び
学

校
間
の
連
携
強
化

な
ど
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
機
構
改
革
で
収
納
課
を
創
設
し
、
県
外
滞

納
者
の
徴
収
分
が
増
加
し
ま
し
た
。
23
年
度
は
部
、
課
を
超

え「
粕
屋
町
債
権
管
理
収
納
連
絡
会
議
」を
立
ち
上
げ
、
収
納

課
と
関
係
各
課

と
の
連
携
に
よ

る
徴
収
体
制
の

確
立
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら

近
隣
の
自
治
体

と
の
比
較
で
は

ま
だ
ま
だ
不
十

分
で
す
。
今
後

も
公
平
性
か
ら

収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

教
育
相
談
室
は
男
性
と
女
性
の
相
談
員

教
育
相
談･

不
登
校
対
策
の
充
実
を

税
の
徴
収
率
向
上
に
努
力
を

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数
も
増
加

検
証

　議会は、決算審査で町が解決すべき地域の課題などを指摘しました。

　今、町で何が起こっているのか、町はどのように解決しようとして

いるのか、１年にわたる町の取組みを分析しました。

　その中で身近な問題のいくつかを紹介します。

議会は指摘し

町
の
取
組
み
を
分
析

増えているコンビニ収納

教育相談室はサンレイク階段右奥です
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民
間
は
園
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る

建
ぺ
い
率
・
容
積
率
の
緩
和
を
検
討

定
住
者
が
増
え
る
町
づ
く
り
を

介護・福祉課窓口

長者原駅南側の駐輪状況

健康センター療育指導室

発
達
障
害
を
も
つ
子
ど
も
の
掌
握
は

　

粕
屋
町
は
転
入
転
出

者
の
入
れ
替
り
が
多
い

町
で
す
。
子
育
て
が
終
っ

も
定
住
で
き
る
町
づ
く

り
を
考
え
た
政
策
が
必

要
で
あ
る
と
議
会
で
議

論
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と

し
て
住
宅
建
設
に
伴
う
、

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
の

緩
和
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
福
岡
都
市
計
画
の

用
途
地
域
の
見
直
し
を

求
め
て
行
き
ま
す
。

　

町
立
保
育
所
や
幼

稚
園
は
療
育
支
援
係

が
相
談
を
受
け
付

け
、
民
間
は
、
園
の

先
生
を
通
じ
て
対
象

者
に
郵
送
を
し
て
、

療
育
を
受
け
る
よ
う

に
案
内
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
５
歳
の
入

学
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
て
掌
握
し

て
い
ま
す
。

駐輪マナーの向上を図る

放置自転車の回収実態は

　

Ｊ
Ｒ
各
駅
の
駐
輪
場
施
設
等
の

点
検
及
び
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
放
置
自
転
車

の
移
動
、
撤
去
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

年
５
回
実
施
し
、
３
０
２
台
の

放
置
自
転
車
を
回
収
、
回
収
し
た

自
転
車
は
防
犯
登
録
の
照
合
、
告

示
を
行
い
44
台
所
有
者
へ
の
引
渡

し
２
５
８
台
廃
棄
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

　

警
告
書
を
貼
り
、
放
置
後
２
週

間
過
ぎ
て
も
移
動
が
な
け
れ
ば
、

役
場
で
保
管
し
て
３
ヶ
月
後
に
廃

棄
処
分
を
行
い
ま
す
。

変更申請で再度審査している

介護保険の介護認定審査会
への不服申し立ての対応は

　

審
査
会
は
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
学

識
経
験
者
の
5
名

の
委
員
で
構
成
し

て
お
り
、
不
服
申

し
立
て
は
変
更
申

請
を
し
て
も
ら
い

再
度
審
査
し
て
い

ま
す
。
福
岡
県
介

護
保
険
審
査
会
へ

不
服
申
し
立
て
た

人
は
過
去
に
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

定住者が増えている駕与丁北部地域
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飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
等
防
止
条
例

　

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
及
び
、
犬
や
猫
の

ふ
ん
害
な
ど
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
議
会
が
求
め
て
い
た
飼
い
主
の
責
任

と
し
て
の
犬
や
猫
の
ふ
ん
や
尿
の
処
理
な
ど

に
必
要
な
事
項
を
第
１
条
か
ら
第
９
条
に
ま

と
め
、
中
に
は
違
反
し
た
者
に
は
５
万
円
以

下
の
過
料
に
す
る
と
い
う
こ
の
条
例
は
、
平

成
24
年
12
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

７
．乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

　

子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
平
成
25
年

４
月
１
日
よ
り
入
院

に
係
る
乳
幼
児
医
療

費
助
成
対
象
年
齢
を

小
学
校
3
年
生
か
ら

を
６
年
生
ま
で
に
拡

大
し
、
名
称
を「
乳
幼

児
・
子
ど
も
医
療
費
」

に
改
め
ま
す
。

対 象 者
小学校６年生までの児童

（12歳に達する日以後の最初の３月
31日まで）

本人負担額

０歳～３歳未満
入院、通院ともに
無料

３歳～小学校就
学前まで

通院　600円／月
（上限）
※病院ごとに必要
入院　500円／日

（月７日を限度）

小学校１～６年
生まで

入院　500円／日
（月10日を限度）

○乳幼児・子ども医療（新制度）

※ 小学校１年生からの本人負担額については、福岡
県制度の重度障害者医療費の本人負担額との整合
性を図るため、月10日を限度としています。

新
し
い
条
例
が
で
き
ま
し
た

平
成
24
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

事業名 補正額（千円） 主　な　内　容

1 町有財産管理事務費 1,555 町長公用車（トヨタプリウス）リース料金

2 区長会関係事業費 1,498 区長会東北被災地視察研修に伴う補助金

3 議会事務局費 2,440 会議録作成支援システム導入委託料

4
学校給食センター建設
事業

−38,000 予算項目の変更（予算の見直しに伴う予算項目変更）

5 々 8,044
委託料としてPFI事業導入可能性調査費500万円
体力度調査費　300万円　その他4.4万円

6 中学校教育振興事業 867 粕屋中体連大会補助金（ハンドボール部補助金）

7 乳幼児医療費助成事業 2,945 乳幼児医療費助成事業拡大に伴うシステム改修費

8
ひとり親家庭医療費
助成事業

1,063 対象者増による医療費の増

9 感染症予防事業 17,699 新制度分増額・不活化ポリオワクチン等導入

10
健康センター施設
管理運営事務費

1,368 内療育指導施設不足に伴う更衣室改築費並びに備品購入費

11 道路改良新設事業 13,000
JR原町駅（若宮平原線）用地買収450万円
物件移転補償費850万円

12 下水道整備事業 20,000 南里水路護岸改修工事（旧・ヤンマー農機用地北側）

13 道路維持修繕事業 10,080 通学路安全対策工事費1,000万円　草刈機購入８万円

14 交通安全施設整備事業 10,000 通学路面等表示など

6
粕屋町議会だより№126

2012.9月議会号



粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

反
対
討
論

　

因
　
辰
美 

議
員

　

行
政
区
長
の
視
察
研
修
補
助
は
、
全
く
緊
急
性
が
な
く
、
補
正
予
算
の
定
義
に
反
し

ま
す
。
行
先
が
東
北
地
方
で
あ
り
、
補
助
金
は
１
人
２
万
２
千
円
が
１
人
８
万
円
に
な

る
補
正
で
す
。

　

わ
が
町
大
川
小
学
校
の
浸
水
な
ど
を
考
え
る
と
、
北
部
九
州
豪
雨
災
害
を
視
察
し
た

方
が
遥
か
に
現
実
的
で
あ
り
、
税
金
は
、
大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論

　

本
田
芳
枝 

議
員

　

震
災
後
１
年
半
、
被
災
者
の
不
眠
や
心
の
元
気
さ
に
は
、
周
囲
の
人
々
へ
の
信
頼
感

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

各
地
の
様
子
を
地
域
の「
要
」で
あ
る
区
長
さ
ん
方
が
視
察
し
て
、
地
元
で
の
活
動
に

活
か
し
て
下
さ
る
の
な
ら
こ
の
補
正
予
算
の
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

９
．感
染
症
予
防
事
業

２
０
１
２（
平
成
24
）年
９
月
か
ら
、

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

◆�

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
代
え
て
、
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
は
、

９
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

◆�

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
︱
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）の
４
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
は
、
11
月
か
ら
導
入
さ
れ

ま
す
。

13. 道路維持修繕事業
14. 交通安全施設整備事業

　

小
学
生
の
通
学
路
の
安
心
で
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
施
設
や
路
面
の
文
字
な
ど
や
図
を
書
い
て
快
適
な
交
通
環

境
を
つ
く
り
ま
す
。

通学路の路面表示

通学路の防護柵

11. 道路改良新設事業
　

Ｊ
Ｒ
原
町
駅
前
通
り
の

若
宮
・
平
原
線
の
道
路
改

良
工
事
の
予
算
が
つ
き
ま

し
た
。

　

工
事
内
容
は
建
物
の
一

部
を
買
収
し
て
道
路
拡
幅

工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

道路改良工事予定地
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補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
介護福祉課　合計14件 40,809,562 41,877,162 ▲1,067,600
民生委員児童委員活動費補助金 2,227,666 2,176,000 51,666
民生委員児童委員協議会視察研修補助金 630,000 510,280 119,720
粕屋町社会福祉協議会補助金 26,477,096 25,757,982 719,114
老人クラブ補助金 2,500,000 2,500,000 0
シルバー人材センター補助金 7,100,000 9,000,000 ▲1,900,000
その他　９件 1,874,800 1,932,900 ▲58,100

介護福祉課 （単位：円）

補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
学校教育課　合計22件 24,737,190 20,923,240 3,813,950
地教委連絡協議会等負担金 2,263,600 2,132,900 130,700
古賀特別支援（北筑前養護学校）通学交
通費補助金

3,952,000 3,923,000 29,000

学校健康会負担金 2,621,990 2,506,260 115,730
健康増進特別事業補助金（小学校４校） 950,470 879,900 70,570
教育研究活動補助金（小学校４校） 767,500 635,500 132,000
町研究指定校補助金

（仲原小・西小・中央小）
550,000 550,000 0

学校健康会負担金 977,135 959,630 17,505
部活動補助金（中学校２校） 4,880,000 4,880,000 0
下水道受益者負担金 3,433,900 0 3,433,900
健康増進特別事業補助金（中学校２校） 868,685 741,300 127,385
中体連補助金（中学校２校） 1,459,160 475,410 983,750
部活動指導員補助（中学校２校） 980,000 980,000 0
その他　10件 1,032,750 2,259,340 ▲1,226,590

学校教育課 （単位：円）

補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
社会教育課　合計29件 91,452,379 97,299,259 ▲5,846,880
分館助成金 8,949,640 8,953,536 ▲3,896
自治公民館生涯学習補助金 2,808,000 2,808,000 0
分館施設及び集会所整備等補助金 53,947,000 54,612,000 ▲665,000
分館活動保険料補助金 1,454,480 1,439,800 14,680
文化祭補助金 600,000 600,000 0
文化協会補助金 1,575,000 1,575,000 0
青年団補助金 680,000 680,000 0
PTA連絡協議会補助金 900,000 900,000 0
家庭教育学級開設補助金 708,159 598,786 109,373
学校・園人権教育研究会補助金 1,170,000 1,170,000 0
人権教育推進費

（粕屋地区人権運動連合会）
3,375,000 3,375,000 0

人権教育推進費
（部落解放同盟表粕屋地区協議会）

3,375,000 3,375,000 0

青少年指導員活動補助金　24行政区 1,080,000 1,080,000 0
町内巡回補導活動補助金　24行政区 960,000 960,000 0
子ども会育成会連合協議会補助金 800,000 800,000 0
体育協会補助金 2,700,000 2,700,000 0
ジュニアスポーツ団体補助金 1,300,000 1,150,000 150,000
県・地区体育大会選手強化費 1,909,100 2,077,700 ▲168,600
各種大会補助（ジュニアの部） 740,000 660,000 80,000
ときめき体験事業補助金 0 4,322,629 ▲4,322,629
その他　９件 2,421,000 3,461,808 ▲1,040,808

社会教育課 （単位：円）

8
粕屋町議会だより№126

2012.9月議会号



主な負担金・補助金11億7581万円（112件）
　平成23年度決算における負担金や補助金などを各課ごとに分類して50万円以上（112件）について紹
介します。
　負担金の金額は９億8470万円、補助金の金額は１億9111万円で、合計11億7581万円でした。
　この負担金や補助金が当初予算の約１割を占めています。
　この金額が適正なものか、各課の決算審査資料に出ていないものをどう考えるか、また、補助に対す
る基準があるかいなかなどの問題を多く含みますが、平成23年度から始まった行政評価に期待します。

補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
環境生活課　合計15件 634,566,230 669,022,620 ▲34,456,390

北筑昇華苑組合負担金 1,441,000 1,415,000 26,000

福岡魚滓処理対策協議会負担金 1,141,000 1,029,000 112,000

古紙類等回収奨励金 5,075,440 5,130,720 ▲55,280

須惠町外二ヶ町清掃施設組合分担金
（ゴミ処理）

603,196,000 629,670,000 ▲26,474,000

須惠町外二ヶ町清掃施設組合分担金
（し尿処理）

23,133,000 29,938,000 ▲6,805,000

その他　10件 579,790 1,839,900 ▲1,260,110

環境生活課 （単位：円）

補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
地域振興課　合計16件 29,267,973 23,533,400 5,734,573

粕屋町外１市水利組合負担金 6,088,000 6,088,000 0

戸原古屋敷井堰改良事業県
負担金

5,190,750 0 5,190,750

生産調整推進対策事業転作等
推進費

4,663,870 4,292,600 371,270

粕屋町商工会補助金 8,500,000 8,500,000 0

粕屋町商工会街路灯電気代
補助金

600,000 675,000 ▲75,000

プレミアム付商品券発行事業費補助金 2,700,000 2,700,000 0

その他　10件 1,525,353 1,277,800 247,553

地域振興課 （単位：円）

補助金名 23年度金額 22年度金額 差額（23年–22年）
協働のまちづくり課　合計16件 354,983,266 347,424,329 7,558,937

YOSAKOIかすや祭り補助金 3,500,000 3,500,000 0

商工会花火補助金 1,000,000 1,000,000 0

粕屋地区交通安全協会粕屋支部補助金 600,000 660,000 ▲60,000

粕屋南部消防組合経常経費分担金 329,420,367 327,119,061 2,301,306

消防団活動補助金 7,000,000 7,000,000 0

福岡県市町村消防団員等公務災害補償
組合負担金

5,492,673 617,459 4,875,214

消防団員退職報償金掛金 4,089,600 4,089,600 0

本部分断運営費補助金 882,000 882,000 0

その他　８件 2,998,626 2,556,209 442,417

協働のまちづくり課 （単位：円）
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議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

粕
屋
町
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
等

防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定

粕
屋
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
改
正

乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
年
齢

の
引
上
げ（
粕
屋
町
乳
幼
児
医

療
費
の
改
正
）

粕
屋
町
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
乳
幼
児

（
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
改
正
）

24
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

24
年
度
　
粕
屋
町
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

24
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

24
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

23
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

23
年
度
　
粕
屋
町
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
収
入
支

出
決
算
の
認
定

議案番号 37号 38号 39号 40号 43号 44号 45号 46号 51号 54号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成／反対） 15/0 15/0 15/0 15/0 14/1 13/2 13/2 13/2 13/2 13/2

付託委員会 建設 総務 厚生 厚生 予算 予算 予算 予算 決算 決算

総　務

安川  俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰  秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　學 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建　設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　義晴 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

向野  正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

浦元　　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

９月定例会における、主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

議員より提出された意見書
【粕屋町議会で可決された意見書（案）は、意見書として国へ提出します】

件　　名 提出議員 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

自治体における防災・減災のための事業に対
する国の財政支援を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

総　務
可　決

賛成：５
反対：０

可　決

「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対す
る早急な規制強化等を求める意見書 

浦元　　甫
山𦚰　秀隆

厚　生
可　決

賛成：４
反対：０

可　決

件　　名 提　出　者
紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

結　　果

委員会 本会議

「少人数学級推進」、「義務教育
費国庫負担制度拡充」を国の関
係機関に求める意見書提出に関
する請願

粕屋町大字酒殿777-24
　朝倉　信生

川口　　學
田川　正治
本田　芳枝
小池　弘基

総　務
採　択

賛成：５
反対：０

採　択

拉致問題意見書決議（案）に関す
る請願書

福岡市博多区博多駅前4-33-1
北朝鮮に拉致された日本人を救出
する福岡の会　　代表　辻　幸男

因　　辰美 総　務
採　択

賛成：５
反対：０

採　択

住民より提出された請願書

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
☆予算＝予算特別委員会（全議員）　　　☆決算＝決算特別委員会
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文
部
科
学
省
は

こ
の
７
月
に
全

国
の
小
中
学
校
に
対
し
て

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。

　
町
の
状
況
と
対
策
を
問

う
。

①
い
じ
め
の
状
況

② 
通
報
が
あ
っ
た
場
合
の

対
処
は

③ 

各
学
校
へ
の
支
援
体
制

は

①
７
月
末
時
点

で
小
中
学
校
で

１
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。

②
双
方
に
聞
き
取
り
を
実

施
し
、双
方
の
児
童
生
徒
及

び
そ
の
保
護
者
に
よ
る
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、家
庭

阿
恵
大
池
公
園

の
３
期
目
整
備

の
住
民
説
明
会
は
い
つ
開

か
れ
る
の
か
。

　
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
意
識
の

醸
成
、協
働
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

　

公
園
工
事
の
説
明
会
は
、

９
月
24
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、十
分
説
明
を

行
い
、住
民
の
方
と
の
協
働

の
公
園
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
、介
護
予
防

の
視
点
か
ら
健
康
遊
具
な

ど
の
設
置
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
高
齢
者
と
子
ど
も
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
公

園
が
世
代
間
交
流
を
生
み
、

健
康
増
進
が
結
果
と
し
て
見
守
り
に

都
市
政
策
部
長
／
健
康
遊
具
な
ど
３
基
設
置
予
定
で
す

ひ
い
て
は
そ
れ
が
防
犯
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

　

健
康
遊
具
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、高
齢
者
の
方

に
も
運
動
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、背

伸
ば
し
ベ
ン
チ
な
ど
３
基

を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
の
協
議
だ
け
で

は
な
く
、住
民
と
の
話
し
合

い
を
基
本
に
し
て
ほ
し
い
。

いじめの把握件数といじめの規定は
教育長／報告は１件、昨年までは０でした

で
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

③
各
学
校
に
い
じ
め
対
策

委
員
会
を
設
置
。学
期
ご
と

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。教

職
員
の
研
修
・
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
派
遣
。

今
回
の
調
査
は
４

月
か
ら
の
こ
と
で

す
ね
。

今
ま
で
は
ず
っ

と
ゼ
ロ
で
来
て

い
ま
し
た
。い

じ
め
と
い
っ
て

も
幅
が
広
い
。

　
本
人
が
い
じ
め
ら
れ
た

と
い
う
認
識
が
あ
る
か
ど

う
か
。
こ
う
い
う
ふ
う
に

し
て
出
て
く
る
数
字
で
は

判
断
が
難
し
い
の
で
は
。

本田　芳枝 議員

教
育
長

教
育
長

本
田

本
田

本
田

本
田

本
田

本
田

その行為「いじめ」ですよ

（１） 悪口を言ったり、冷やかしたりする。
（２） 人をたたいたり、けったりする。
（３） 仲間はずしや無視をする。
（４） したくない仕事をおしつける。
（５） 品物やお金を要求する。
（６） 人の物を隠したり、汚したりする。
（７）  人の作品や写真を傷つけたり、汚した

りする。
（８）  いやなことや恥ずかしいことを人にさ

せる。
（９）  パソコンや携帯電話で悪口や人の情報

を書き込む。

あなたは、上のリストのような行為をされて悩んでいませんか。
あるいは、気付かないうちに友だちにしていませんか。

大野城市教育委員会『その行為「いじめですよ」』より

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

阿恵大池公園と９月24日の住民説明会
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今
年
度
、
公
共

施
設
に
つ
い
て

耐
久
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
調
査
結
果
を
み

て
緊
急
度
の
高
い
も
の
か

ら
手
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

来
年
、
新
設
保

育
園（
１
２
０
人

規
模
）が
開
園
い
た
し
ま

す
。

　

そ
れ
を
見
た
う
え
で
検

討
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
幼
稚
園
教
諭

及
び
保
育
士
職
に
つ
い
て

は
３
名
の
採
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
計
画
的
な
採

用
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
保

育
所
も
幼
稚
園

も
待
機
児
童
が
増
え
て
お

り
、
新
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
て
も
保
育
所
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な

い
。

　
町
の
中
長
期
的
な
計
画

が
必
要
だ
が
対
策
は
、

①
老
朽
化
し
た
保
育
所
の

建
て
替
え
　

②
待
機
児
童
解
消
の
将
来

計
画
　

③
正
職
員
を
採
用
し
て
ク

ラ
ス
担
任
の
増
員
を
。

私
が
視
察
し
た

津
屋
崎
中
学
校

の
親
子
方
式（
中
学
校
よ

り
小
学
校
２
校
に
給
食
を

運
ぶ
）は
、
１
階
が
調
理

室
、
２
階
が
食
堂
で
、
校

長
先
生
は
じ
め
中
学
生
全

員
が
給
食
で
き
る
施
設
で

す
。

　
粕
屋
町
で
も
親
子
方
式

を
導
入
し
て「
食
」の
教
育

や
、
地
元
食
材
を
使
う
な

ど
、
安
心
・
安
全
の
給
食

を
子
供
に
提
供
す
べ
き
だ

が
。

将
来
の
食

数
は
、
約

７
，
０
０
０
食
の
給
食
調

理
場
が
必
要
と
な
り
、
親

子
方
式
は
セ
ン
タ
ー
方
式

の
１
・
５
倍
の
経
費
が
必

要
で
あ
る
。

町
長

町
長

田川　正治 議員

住
民
福
祉
部
長

○�

太
陽
光
発
電
設
置

の
補
助
制
度
を

○�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
増
額
補
正
を

その他の質問

新システムで町の保育責任を守れるか
町長／実施義務は現行どおり町が義務を負う

津屋崎中学校の給食室スカイルーム

教
育
次
長

給
食
セ
ン
タ
ー
は
町
直
営
の
親
子
方
式
で

教
育
次
長
／
費
用
を
試
算
し
セ
ン
タ
ー
方
式
で

中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

町
長
／
入
院
の
み
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大

日
本
医
師
会
も

中
学
３
年
ま
で

国
で
の
実
施
を
提
言
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
で
も
、

食
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
食
材
の
仕
入
れ
や
献

立
の
作
成
な
ど
は
従
来
ど

お
り
公
が
行
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
ま
で
の
無
料

化
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
り
ま
す
。

小
学
６
年
ま
で

の
拡
大
を
今
議

会
に
議
案
で
提
出
し
ま
す
。

田
川

田
川

田
川

町
長
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粛
々
と
解
決
に

向
け
て
交
渉
し

て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
交
通
渋

滞
を
緩
和
す
る

た
め
に
作
っ
た
原
町
の
バ

ス
カ
ッ
ト
が
、
タ
ク
シ
ー

の
待
機
場
所
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
様
な
中
途
半
端
な

行
政
の
事
業
こ
そ
、
議
員

が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、

行
政
に
改
善
を
求
め
る
こ

と
が
責
務
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
地
権
者
が
５
８
０
０
万

円
で
土
地
提
供
し
、
使
用

は
反
対
。

　
こ
の
様
な
矛
盾
が
存
在

し
ま
す
か
。

　
他
に
理
由
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
、
バ
ス
停
を
作
る

と
、
店
が
見
え
に
く
く
な

る
と
い
う
反
対
で
す
。

店
舗
は
、
バ
ス

カ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
は
分
か
っ
て
入
居
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

　
店
舗
が
見
え
な
い
と
か
、

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
が
。

現
在
の
オ
ー

ナ
ー
が
バ
ス
停

で
売
っ
て
い
な
い
と
反
対

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
私
が
ご
主
人
と
お

話
を
し
、
バ
ス
カ
ッ
ト
用

地
を
分
け
て
貰
っ
て
い
ま

す
。

　

で
き
る
だ
け
穏
や
か
な

解
決
を
致
し
ま
す
。

こ
の
問
題
は
バ

ス
カ
ッ
ト
が
利

用
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

税
金
は
不
当
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

使えない土地取得は問題である
町長／できるだけ穏やかな解決を致します

　
指
摘
し
て
４
年
、
行
政

対
応
に
ス
ピ
ー
ド
感
と
責

任
感
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
。

じ
ゃ
あ
、
質
問

者
に
質
問
い
た

し
ま
す
。

　

４
年
間
も
こ
の
問
題
で

質
問
な
さ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
１
回
で
も
店
舗
と
か

オ
ー
ナ
ー
と
か
に
お
話
を

な
さ
っ
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。私

が
で
す
か
。

え
え
。

あ
り
ま
せ
ん
。

は
い
、
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
す
。

こ
れ
は
行
政
の

仕
事
で
あ
っ
て
、

私
が
説
得
に
行
く
べ
き
も

の
で
は
な
い
。

　
行
く
の
は
場
違
い
で
す
。

　
今
後
の
対
応
を
、
し
っ

か
り
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

因

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

因　辰美 議員

原町バス停の風景

因

因因因

因
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因
町
長
の
選
挙

公
約
で
あ
る
行

財
政
健
全
化
で
あ
り
ま
す

が
、
粕
屋
町
は
他
町
に
比

べ
て
自
主
財
源
比
率
60
・

４
％
と
高
く
、
財
政
運
営

で
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
実
質
公

債
費
比
率
が
18
％
を
超
え

た
現
在
、
今
後
の
起
債
に

つ
い
て
は
県
の
許
可
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
25
年
度
施
政
方
針
や
町

民
に
配
布
さ
れ
て
い
る
予

算
概
要
書
で
中
長
期
の
大

規
模
事
業
計
画
を
示
し
て

行
く
べ
き
と
考
え
る
が
因

町
長
の
考
え
を
尋
ね
た
い
。

事
業
の
優
先
順

位
を
的
確
に
順

序
立
て
を
し
て
、
今
後
の

を
と
ら
え
て
住
民
に
公
表

を
し
、
ご
協
力
を
願
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
お
り

ま
す
。

行
政
政
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
の
計
画
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
的
確
な
時
期

長　義晴 議員

地方分権一括法で変わるものは
総務部長／権限移譲６件、条例改正13件などです

地
方
分
権
一
括

法
は
第
一
次
、

第
二
次
、
第
三
次
と
今
日

ま
で
何
度
か
勧
告
、
見
直

し
の
協
議
が
さ
れ
て
来
た

が
、
粕
屋
町
に
関
係
す
る

都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ

の
権
限
委
譲
の
件
数
と
義

務
づ
け
、
枠
づ
け
の
見
直

し
や
本
年
度
中
に
条
例
の

制
定
・
改
正
が
必
要
な
件

数
と
今
後
の
町
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

第
一
次
、

第
二
次
一

括
法
を
含
め
ま
し
て
、
粕

屋
町
に
関
係
が
あ
る
も
の

は
、
権
限
移
譲
に
つ
き
ま

し
て
は
６
件
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
令
等
に
よ
る

義
務
づ
け
、
枠
づ
け
の
見

直
し
で
、
条
例
制
定
権
の

拡
大
に
伴
い
、
町
の
条
例

を
制
定
ま
た
は
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
が
13
件

あ
り
ま
す
。

　

第
三
次
一
括
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
条
例
の
改
正

が
２
件
予
定
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
12
月
議
会
ま
た
は

来
年
３
月
議
会
で
上
程
い

た
し
ま
す
。

長

長

中
長
期
の
事
業
計
画
を
町
民
に
示
し
て
は

町
長
／
時
期
を
と
ら
え
て
住
民
に
公
表
し
ま
す

町
長

粕屋町・類似団体の公債比率

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

H18 H19 H20 H21 H22 H23
（速報値）

（％） ■　実質公債費比率　■

10.9 11.4
12.1 12.1

11.7
10.6

11.7

14.2

16.6
17.4

18.0
18.8

12.5 12.5 12.7
12.1

11.4
11.0

粕屋町　　　　福岡県平均（政令市除く）　　　　福岡県類似団体平均

総
務
部
長

○ 

地
方
分
権
一
括
法

と
は

・ 

地
方
が
主
役
の
国
づ
く

り
・ 

法
制
的
な
仕
組
み
の
見

直
し

・ 

行
政
・
事
務
事
業
の
抜

本
見
直
し

・ 

国
と
地
方
の
財
政
の
改

革
　
等
々
権
限
や
財
源
を
地

方
に
移
譲
す
る
こ
と
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粕
屋
町
の
人
口

も
平
成
24
年

８
月
31
日
現
在
で
４
３
，

７
３
０
人
で
す
。

　
ま
た
、
学
童
施
設
の
状

況
は
、
仲
原
小
、
西
小
、

大
川
小
の
３
校
に
く
ら
べ

中
央
小
学
校
の
学
童
施
設

の
み
が
未
整
備
で
す
が
町

長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

他
の
学
童
保
育

所
の
よ
う
に
専

用
施
設
で
は
な
い
の
で
施

設
の
新
設
に
つ
い
て
、
県

と
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
央
小
学
校
の

児
童
数
は
全
体

で
８
３
９
人
で
す
が
何
人

の
児
童
が
学
童
保
育
を
受

け
て
い
ま
す
か
。

平
成
24
年
度
の

税
収
入
も
、
固

定
資
産
税
の
減
収
に
よ
り

厳
し
い
財
政
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、町
有
地
の
活
用
、

特
に
普
通
財
産
の
面
積
と

販
売
計
画
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

自
然
ふ
れ
あ
い

広
場
は
開
発
公

社
と
町
有
地
を
合
わ
せ
ま

す
と
２
万
６
２
５
平
米
ご

ざ
い
ま
す
。自

然
ふ
れ
あ
い

広
場
の
開
発
見

通
し
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。

　

こ
の
土
地
は
、
用
途
地

域
が
市
街
化
調
整
区
域

町
有
地
活
用
の
考
え
は

町
長
／
町
有
地
だ
け
の
開
発
は
難
し
い

で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

消
し
な
が
ら
、
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電
用
地

で
の
活
用
の
考
え
を
尋
ね

ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
広
大
な

面
積
が
必
要
、
メ
リ
ッ
ト

を
計
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
今
後
の
社
会
的
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討

し
ま
す
。

中央小学校の学童施設の改善は
町長／福岡県との話を進めています

　

現
在
の
と
こ
ろ
１
２
５

人
の
児
童
が
保
育
を
受
け

て
い
ま
す
。こ

の
問
題
は
、

い
っ
こ
う
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
つ
に
な
れ
ば
改
善
さ
れ

る
の
か
を
町
長
に
尋
ね
ま

す
。

施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
県

と
話
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
２
～
３
年
を
目
途
と

理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

小
池

小
池

小
池

小
池

町
長

小
池

小
池

町有地の長者原上区葛葉地区

中央小学校の学童施設入口

小池　弘基 議員

町
長

町
長

学
校
教
育
課
長

田
代
総
務
部
長

田
代
総
務
部
長
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阿恵大池の枯れた藤ダナ

連
を
調
査
す
る
意
向
で
あ

り
ま
す
。

　

抽
出
校
に
よ
る
全
国
学

力
調
査
結
果
で
は
、
全
国

平
均
に
比
べ
粕
屋
町
は
若

干
上
回
っ
た
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

久我　純治 議員

街路樹や公園の植木の手入れは
都市政策部長／24年度の適切な時に植え替えます

枯
れ
た
欅
通

り
・
欅
の
そ
の

後
の
対
策
は
ど
う
な
っ
た

の
で
す
か
。

　
又
、
阿
恵
大
池
公
園
の

藤
棚
の
藤
２
本
と
も
枯
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
藤
棚
は
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
公
園
の
、
昔
か

ら
の
憩
い
の
場
所
で
し
た
。

　
樹
木
も
生
き
も
の
。

　
業
者
任
せ
だ
け
で
な
く
、

手
入
れ
も
必
要
で
す
。

　
樹
木
が
人
々
に
ど
れ
だ

け
の
役
に
立
っ
て
い
る
か

又
、
四
季
の
中
、
人
の
心

に
潤
い
を
与
え
る
も
の
か
。

　
業
者
だ
け
で
な
く
、
住

民
と
一
体
で
樹
木
の
管
理

は
で
き
な
い
も
の
で
す
か
。

平
成
24
年
３
月

22
日
　
県
教
委

は
公
立
の
小
・
中
学
校
に

対
し
て
土
曜
日
で
の
月
２

回
の
正
規
授
業
実
施
で
き

る
指
針
を
出
し
た
。

　
我
が
町
と
し
て
の
対
策

と
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

　
何
故
塾
に
い
か
な
け
れ

ば
だ
め
な
の
か
。

　
義
務
教
育
で
は
な
ぜ
だ

め
な
の
か
。

　
全
国
で
37
位
の
中
、
ど

こ
と
く
ら
べ
れ
ば
良
い
の

か
又
、
町
独
自
の
教
育
は

出
来
な
い
も
の
で
す
か
。

　
町
教
育
委
員
会
で
も
話

し
合
い
指
導
し
て
欲
し
い
。

土
曜
日
の
半

ド
ン
授
業
に

つ
い
て
は
、
学
校
長
か
ら

申
し
出
が
あ
っ
て
い
な
い

　

枯
れ
た
ケ
ヤ
キ
、
フ
ジ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
度
の
適
切
な
時
期
に

植
え
替
え
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
近
隣
の
方
の
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管
理

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て

制
度
の
活
用
を
制
限
す
る

も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、
全
国

の
小
学
６
年
生
、
中
学
３

年
生
に
対
し
て
子
ど
も
の

学
力
と
家
庭
に
年
収
の
関

久
我

久
我

月
２
回
の
土
曜
日
正
規
授
業
に
つ
い
て

教
育
長
／
全
国
平
均
よ
り
若
干
上
回
っ
て
い
る

都
市
政
策
部
長

教
育
長

粕屋町立中央小学校
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防災無線

みんなで仲よく田植え作業

町
内
で
は
空
き

巣
、
ひ
っ
た
く

り
、
性
犯
罪
な
ど
多
発
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
近
隣
同
士
の
会
話
不

足
の
社
会
現
象
か
ら
情
報

が
伝
わ
り
に
く
く
、
犯
罪

防
止
上
問
題
が
あ
る
。

　
警
察
か
ら
の
情
報
が
役

場
に
入
っ
て
お
り
、
安

全
・
安
心
の
町
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、
防
災
無
線
を

活
用
し
て
定
時
に
町
民
に

発
信
し
防
犯
意
識
の
高
揚

い
じ
め
問
題
が

大
き
な
社
会
問

題
化
し
て
時
間
が
経
過
し

た
粕
屋
町
の
小
・
中
学
校

で
も
い
じ
め
が
０
で
は
な

い
。

　
早
期
に
察
知
し
、
い
じ

め
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の

教
師
、
学
校
、
教
育
委
員

会
の
対
応
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
か
。

　
い
じ
め
発
覚
が
マ
イ
ナ

ス
評
価
に
つ
な
が
る
と
い

う
が
、
逆
で
は
な
い
か
。

　
隠
滅
体
質
が
あ
れ
ば
改

め
、
積
極
的
に
公
表
す
べ

き
と
思
う
。

　
ま
た
、
第
３
者
機
関
の

設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

平
成
20
年
に

県
教
育
委
員

会
が
作
成
し
た
「
い
じ
め

問
題
総
合
対
策
」
を
指
導

い
じ
め
に
対
す
る
町
の
対
応
は

教
育
長
／
積
極
的
に
対
応
し
ま
す

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
内
に
「
い
じ
め
問

題
対
策
委
員
会
」
を
組
織

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
色
々

な
方
法
で
「
い
じ
め
」
の

早
期
発
見
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
の
「
い
じ
め
の
隠

ぺ
い
」
は
、
隠
し
通
す
こ

と
が
で
き
な
い
限
界
を
超

え
た
情
勢
下
に
あ
り
ま

す
。

　

粕
屋
町
の
毎
月
の
教
育

委
員
会
に
は
、
知
り
得
た

こ
れ
ら
情
報
を
全
て
報
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
が
来
年
度

か
ら
全
中
学
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す

る
な
ど
新
聞
報
道
が
あ
り

ま
す
が
、
第
３
者
機
関
の

設
置
な
ど
状
況
を
見
な
が

ら
準
備
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

町民の安全･安心のため情報発信を
総務部長／町民の立場で発信します

と
注
意
を
喚
起
し
て
は
ど

う
か
。

　
犯
罪
抑
止
に
も
な
る
と

思
う
が
。

毎
日
午
後

６
時
に
時

報
の
放
送
を
防
災
無
線
で

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
と
併
せ
て
、
情
報

の
内
容
な
ど
精
査
し
な
が

ら
、
防
災
無
線
を
有
効
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

澁
田

澁
田

澁田　順二 議員

総
務
部
長

教
育
長
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救
急
車
、
消
防
車
、
各

１
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
建
設
場
所
は

　

で
き
れ
ば
粕
屋
町
内
に

と
い
う
こ
と
で
、
議
員
の

お
力
も
借
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊藤　正 議員

交番誘致の現状は
町長／粘り強く誘致の要望を継続します

粕
屋
町
西
部
地

区
は
Ｊ
Ｒ
柚
須

駅
や
遊
技
場
等
が
あ
り
犯

罪
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。

粕
屋
町
の
西
部

地
区
は
県
道
千

代
粕
屋
線
、
東
環
状
線
が

交
わ
る
交
通
の
要
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立

ち
並
び
、
急
速
に
人
口
が

増
加
し
て
い
る
地
域
で
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
環

境
が
重
要
。

　
そ
こ
で
、
消
防
署
出
張

所
の
設
置
計
画
が
推
進
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
に

つ
い
て
問
う
。

①
設
置
計
画
の
概
要
と
予

算
は

②
消
防
署
出
張
所
の
能
力

は③
建
設
の
場
所
に
つ
い
て

①
粕
屋
町
の
西

地
区
が
、
南
部

消
防
署
か
ら
行
っ
て
も
中

部
消
防
署
か
ら
行
っ
て
も

　
治
安
の
抑
止
力
の
た
め

の
交
番
の
誘
致
に
つ
い
て

問
う
。

①
交
番
の
誘
致
に
つ
い
て

警
察
と
の
折
衝
状
況
に
つ

い
て

交
番
等
の
統
廃

合
や
広
域
化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
な
交
番
づ
く
り
と
い

う
の
は
、
大
変
難
し
い
状

況
で
す
。

８
分
か
ら
10
分
か
か
る
、

消
防
空
白
地
帯
と
言
わ
れ

る
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め

に
平
成
26
年
度
に
は
出
張

所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

②
能
力
は

伊
藤

伊
藤

消
防
出
張
所
建
設
計
画
は

町
長
／
平
成
27
年
４
月 

開
所
を
目
指
し
ま
す

町
長

町
長
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積
極
的
に
サ

ン
レ
イ
ク
を

主
旨
に
沿
う
よ
う
に
今
後

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

自
主
事
業
の
現

状
と
今
後
の
課

題
を
ど
う
考
え
る
か
。

国
の
補
助

と
国
際
的

な
見
地
と
第
三
者
の
意
見

等
も
聞
い
て
、
町
民
が
望

ん
で
い
る
内
容
を
精
査
し
、

自
主
事
業
に
取
り
組
み
た

い
。

芸
術
振
興
財
団

を
つ
く
っ
て
、

サ
ン
レ
イ
ク
で
の
音
楽
や

演
劇
な
ど
の
一
流
の
芸
術

に
ふ
れ
る
機
会
を
、
粕
屋

町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

劇
場
法
に
沿
っ

た
と
こ
ろ
で
町

民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

こ
の
運
営
を
し
て
い
く
と

い
う
方
向
で
、
今
後
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

劇
場
法
を
契
機

に
さ
く
ら
ホ
ー

ル
の
有
意
義
な
利
用
を
改

め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
職
員
は
も
ち

ろ
ん
、
町
民
が
い
か
に
存

在
意
義
を
強
く
認
識
し
て
、

こ
れ
ら
に
か
か
わ
っ
て
い

く
か
が
肝
要
だ
。

劇場法が施行された！取り組みは
町長／文化芸術の発信拠点の場とする

本
年
６
月
に
劇

場
、
音
楽
堂
等

の
活
性
化
に
関
す
る
法
律

（
劇
場
法
）が
施
行
さ
れ
た
。

　
町
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

ホ
ー
ル
を
利
用

し
た
長
期
的
、

継
続
的
な
文
化
事
業
の
実

施
を
検
討
。

　

実
演
芸
術
の
鑑
賞
参
加

の
機
会
提
供
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
も
実
施
に
向

け
て
協
議
を
し
、
町
民
の

文
化
度
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

業
務
や
職
員
の

あ
り
方
を
定
め

た
地
域
に
応
じ
た
施
策
の

策
定
が
必
要
だ
が
。

近
い
う
ち
に
早

い
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。

専
門
的
能
力
を

持
つ
者
を
養
成
、

確
保
す
る
た
め
に
、
大
学

等
の
機
能
を
生
か
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
社
会
で

活
躍
す
る
大
学
専
門
家
や

各
小
学
校
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

予
算
組
み

も
考
え
事

業
の
展
開
を
し
て
い
き
た

い
。

新
学
習
指
導
要

領
の
実
施
に
よ

り
授
業
時
数
が
足
り
な
い
。

　
実
演
芸
術
に
ふ
れ
さ
せ

る
、
ま
た
は
参
加
さ
せ
る

機
会
が
つ
く
れ
る
の
か
。

山𦚰　秀隆 議員

町
長

町
長

山
𦚰

実演芸術に参加している生徒

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

○�

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
の
在
り

方
に
つ
い
て

その他の質問

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
長

町
長
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池
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委

見 聞 話
る く す

小学生の安全で安心な通学路づくりに
町・学校・PTA・警察が一体となり取り組んでいます

次
回
の
12
月
議
会
は

12
月
14
日（
金
）  

９
時
30
分
開
会
予
定

12
月
17
日（
月
） 

一
般
質
問
予
定

　「暑さ寒さも彼岸まで」と昔の人は言ったもの
です。あの猛暑も台風16号とともに去り朝夕
一段と涼しくなり、虫の声が聞こえる季節にな
りました。
　街路樹の欅

けやき

の葉も色づき始め一番好きな秋の
星空となります。小学
生時代見た星空、今見
る星空何も変らぬなか
に自分自身の時の流れ
を感じています。
� 久我　純治

編集後記　写真応募ありがとうございました。次回も｢子
どもの四季｣というテーマで募集します。12月末
までに住所、氏名を明記の上議会事務局までお送
りください。写真の返却は出来ませんのでご了承
ください。� 議会広報一同

表紙の写真募集

学校名 点検箇所

大川小学校 20箇所

仲原小学校 18箇所

粕屋西小学校 23箇所

粕屋中央小学校 15箇所

合　計 76箇所

　総額2000万円の補正

予算を組み、小学生通

学路を点検して危険な

所の標識や施設の工事

をします。

緊急対策事業
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